
油断大講:.ィ|ウイルス
:～正しい知識で、守ろうお月

平成 27年の全国のノロウイルス
平成 26年の事件数 (293件 )と比較して約 1.6倍に増加しています !

: 平成 27年 9月 2日、国立感染症研究所より、ノロウイルスの新規遺伝子型
:『GⅡ

:17』が大流行する可能性が高いと警告が発せられており、実際に平成27年
:のノ甲ウイルスによる食中毒事件数は例年より増加しました。
: これは新規遺伝子型に対する免疫をもたない人が多いためと考えられており、
:今後も引き続き警戒が必要です:
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o調理前ロトイレの後・盛り付け前には必ず手洗いl   :

0石けんはよく泡立てて、2度洗いし、消毒も忘れずに。

|

0手洗い後の手拭用タオルは共用‐せず、ベーパータオル等を使用する

O食材の中心部すで十分にヵ口熱眩圏騨蒙鍼壌力締爾轟粽灯)
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れ′ていても、ノロウイルスが陰性とは限りません。
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0従事者が健康でも、家族に感染者がいると…・

気付かないうちにウイルスを厨房に持ち込んでしまうかも

:!注意 : 体調が悪い場合は、直接食品に接する作業 (調理 口盛り付け)は避ける
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卑ャイレ機 準
Oトイレでのノロウイルス感染に注意 !!

:おう吐物処理の注意 !    |
使い捨て手袋、マスクを着用し、飛散した場所周辺約2m半径を目安に
速やかに廃棄 口消毒 !よ く換気 ]I

○トイレには外衣は脱いで行き、トイレ専用の履物を使用する

や:ノ|口:ウ|イ |プレス|に| 一の

便や嘔吐物が付着した床、

衣類、 トイレの消毒をする場合

※使う時に必要な量だけ作り、作り置きしない I

調理器具、直接手で触れる部分、

おもちゃなどを消毒する場合

書をじ礁 よく振うて

湯ぜ合わせてください

(10轟 lX約5%/500mi=約 OⅢ l鰺

熊本市保健所 食品保健課   TEL 096-36←3188
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ます2Lのベットボトルに、
半分くらい入れま曳

そこへ轟液をl oml入れます。

最後に水を加え全体空2Lと
丸

蓋をしてtよく振つて
混ぜ合わせてください

ます500mlの ベットボトル餞
水を半分くらい入れます。

そこへ朦液を1 0rnl入れます。

震後に水を加え全体を500rnl
辣 曳


